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「為せば成る」 
 副校長     

  

「為せば成る 為さねば成らぬ何事も 成らぬは人の為さぬなりけり」 

 

これは、江戸時代中期の大名である米沢藩（現在の山形県）の 9 代目藩主、上杉鷹山の言葉です。

上杉鷹山は江戸時代屈指の名君として知られています。米沢藩を建て直した際の根本方針の精神とな

った自助・共助・公助の三助政策が有名です。私はこの言葉が大好きで、自分にいつも言い聞かせな

がら歩んでいます。 

「やればできる、やらなければできない、何事も。できないのは、（その）人がやろうとしないか

らだ」という意味です。もう少し言うと、「何かを成し遂げようと思ったら、まずは行動しなさい」

ということになります。自分もそうですが、人はとかく、「できない理由」を見つけたがる傾向にあ

るかもしれません。その弱い心を鷹山は指摘をしているように思います。弱音を吐かず、諦めずに行

動していく中に、自分しか歩めない、自分の道が拓けるのだと教えられている気がいたします。 

人生にはいろいろな転機が訪れます。中学生で言えば、高校受験がそうでしょう。人生で初めての

山場です。親にとってもそうですよね。時にはわが子以上に心配したりもします。不安になる時もあ

るでしょうが、そんな時にこの鷹山の言葉を思い出してみてはいかがでしょうか。あれこれ迷ってい

るより、行動した方が前進します。 

生徒の皆さん、あと１ヶ月もすれば、新学年に進級します。令和７年度に向けて様々な目標を考え

始めてもいい時期です。自分が何を為すべきなのかをじっくり考え、明確な目標をもって気持ちのよ

いスタートが切れるように準備をしていきましょう。保護者の皆様、御多用とは思いますが、ぜひお

子様たちの相談に乗ってあげてください。よろしくお願い申し上げます。 

 

第 74会東京都公立学校美術展覧会 文化的行事担当 

 

 台東区上野の東京都美術館にて、東京都公立学校美術展覧会が令和７年２月 14日（金）から２

月 19日（日）までの５日間開催されました。東京都の各学校の代表となった作品が美術館いっぱ

いに展示され、本校からは美術・家庭科・書写の３分野から６名の生徒の作品を代表として出品し

ました。 

令和７年（２０２５年） 

   ２月２８日（金） 
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３月の予定 

 

 美 術 科 

「青ぞらで風がどうと鳴り」これは「風の又三郎（宮沢賢治著）」に登場する風の音を表す一節だ。
宮沢賢治は岩手県花巻市出身の作家だ。気象庁が公開している花巻市の風速の平年値は、年間を通し
て 2.2～3.0ｍの値に収まる。一方、新島村の風速の平年値は最小の８月でも 3.2ｍ、最大の 12 月は 5.2

ｍを示す。式根島で強い西風に向かって歩くとき、仮に宮沢賢治が式根島の出身だったら風の音をど
のように表しただろうと考える。また、花巻市の風の音を自分の耳で聞いたらどのような音に感じる
だろうか。きっと、その土地で生活したことのある人にしかできない表現というものがある。皆さんの
郷土の風や景色は、どのような音だろうか。 

３ 月 小学生体験授業 生徒委員会 １３ 木 生徒会送別会 

４ 火 生徒朝礼 安全指導 １７ 月 卒業式予行 

５ 水 マラソン大会 １９ 水 学園卒業式 

６ 木 SC来校（６，７日） ２４ 月 大掃除 

１０ 月 朝礼 学園保護者会 ２５ 火 修了式 学園離任式 

『式中だより』

は、毎月２５日 

をめどに発行 

していきます。 

生活目標 ：  １年間を振り返ろう 

  ・基本的な生活習慣  ・集団の一員としての態度 

  ・人間の生き方 ・人も自分も大切にする心 

保健目標 ：  耳を大切にしよう 

給食目標 ：  人とのつながりを感じながら食事をしよう 

地区作品展 
美術 

国語 

技術 

家庭 

 お手本に近づけつつ、お手本よりも力強い作品を意識して、

一画一画丁寧に書き上げました。 

 ７年生は「ファスナーポーチ」、８年生は「バルキーバッグ」、 

９年生は「ざぶとん」を製作しました。どの作品も生徒の想いや 

個性が光る素敵な作品に仕上がりました。 

７年生は「上履きのデッサン」と日常に使うことができる「陶

器の器」、８年生は「式根島の文様デザイン」と「式根島に設置し

たい彫刻」、９年生は「自画像」と「太陽をイメージした抽象彫

刻」を出品しました。どれも生徒一人一人が思いを込めて制作し

た作品です。 

７年生は、材料と加工の授業では、設計を行い、木材作品の製作をし

ました。また、生物育成の授業ではダイコンの袋栽培を行い、栽培記録

にまとめました。８年生は、エネルギー変換の授業で LED スタンドの作

品製作をしました。また、生物育成の授業では「あめりかいもの栽培」

を行い、栽培記録にまとめました。９年生は、材料と加工の授業で設計

を行い、鋳造によるキーホルダーの作品製作を行いました。授業では、

材料の特徴、製作工程、工具の使い方、生物の育成の手順や日常の管理

等を学習しました。どの作品も生徒自身の力で製作、栽培を行いました。 

 


